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もみいけにっき　籾井家日記

丹波国篠山城絵図（享保6年）

市指定
所在地：八上下

市指定
所在地：河原町

八上城主であった戦国
領主波多野秀治一族の、
興亡史をまとめたもので
ある。
八上城は織田信長の命
を受けた明智光秀に攻め
られ、天正7年（1579）に
落城する。落城後、家臣
であった籾井五郎右衛門
らが、高野山中に隠れ、
波多野の性を世に出すの
をはばかって、「籾井家日
記」と称して書き残した
ものである。全7巻が残っ
ているが、第5巻以下は、
享保4年（1719）の写本で
ある。

享保6年（1721）、城の
東堀の石垣が崩れ、当時
の藩主松平信岑

のぶみね

が幕府へ
修理を願い出たときの図
面の控えである。松平家
の転封先である亀岡で発
見された。
縦56㎝、横70.5㎝。

たんばのくにささやまじょうえず

（きょうほうろくねん）


